
  令和５年度 立川市立南砂小学校 学校経営計画（概要版）                      校長 浜中 佳規 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立川市の将来像 

『にぎわいとやすらぎの交流都市 立川』 

立川市教育委員会 教育目標 

立川市の目指す子どもの姿 

○「知」「徳」「体」の調和のとれた力を備えた子ども 
○生涯にわたって自己を高めようと努力する子ども 
○まちを知り、まちに愛着をもち、まちのよさを受け継ぐ子ども 
○まちや社会と主体的に関わり、貢献しようとする子ども 

南砂小学校 教育目標 

○元気な子 

    ◎考える子（令和５年度重点目標） 

    ○思いやる子 

    ○がんばる子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立川市立立川第二中学校区 共通経営方針 

○小中学校それぞれのカリキュラムの相互理解を深め、児童・生徒の主体的な学

びと自立を促す一貫した教育内容の推進。 

 
校区で目指す子ども像 

主体性をもち、自ら考えて行動できる子ども 

 

 
目指す学校像 

１ 子どもたち全員が、分かる喜び、学ぶ楽しさを実感でき
る学校 

２ 子どもたち全員が、主体性をもち、他者と協働できる学
校 

３ 子どもたち全員が、健康に関心をもち、体力を伸ばすこ
とができる学校 

４ 地域と一体になり子どもたちを見守ることができる学校 
 
 

 

 

 

 

目指す児童像 

自ら目標の実現に向けて努力し自律する子ども 
１ 自分をよく見つめ、自分に合った目標を設定し、方向を

定めて行動できる子ども 

２ ある目標のために力を尽くして励むことができる子ども 

３ 他から支配や助力を受けず、自分の行動を自分の立てた

規律に従って正しく規制することができる子ども 

 

目指す教師像 

１ 学び、協働、連携、効率とやりがいを実践できる教師 
２ 子どもの言動を理解し個に応じた支援ができる教師 
３ 子ども・保護者目線に合った言葉掛けができる教師 
４ 「なぜするか」を常に考え明確な指示を出せる教師 
５ 児童の安心・安全を第一に考え行動できる教師 
６ 前例にとらわれず常に新たな取組を考える教師 
７ 教育公務員としての自覚をもち行動できる教師 

 

教育活動の目標と方策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 

経営理念              「子どもたち全員の輝く未来を応援する学校」 

子どもたち全員の豊かな学びを保障する学校経営・学級経営・専科経営 

       

法令・学習指導要領 

学校教育の重点課題 

 

 

 

 

立川市の重点課題 

○学力・体力の向上 ○特別支援教育の充実 〇小中連携 

重点取組事項 

○ネットワーク型の学校経営 〇カリキュラム・マネジメント 

＜学力の向上に関すること＞ 

子どもたち全員が、分かる喜び、学ぶ楽しさを実感できる学校 
「学び」は学校教育の根幹であり、本来学びとは楽しいものである。その楽しさとは、与えられるも

のにとどまらず「自分で」創り上げるものへと発展していく。小学校6年間で、子どもたち一人一人が
より豊かな学びをすることは、子どもたちの現在の生活だけではなく未来の生活も豊かにすることにつ
ながると考える。 
授業づくりは、現学習指導要領に基づき、教職員全員が協働して、「授業力の改善」に取り組む必要

がある。授業者は、児童一人一人のより正確なアセスメント（学習の理解度、心理・身体の発達段階、
行動特性、認知特性、家庭環境等）を踏まえ、意図的・計画的な授業づくりをすることが重要である。 

 
◆授業改善 
 「主体的・対話的で深い学びを実現させるための授業つくり」 
・ＩＣＴ機器を活用した授業改善 
・校内研究『体力向上に向けた授業改善』 
・教職員が共通理解し同じ方向を向いて子どもたちの学びを保障 

 ・「立川スタンダード２０」〈基礎的指導過程〉の実施  
 ・「みなみすな指導者スタンダードR５」の実施  
 ・「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業改善 
 ・若手教員の育成 
◆保護者・地域との連携による補習授業 
◆家庭学習 
・家庭学習の定着と内容の充実（学年共通の課題） 

＜特別支援教育の充実に関すること＞ 

基本方針「一人一人の良さを輝かせるための指導の充実」 

○具体的取組 

（１）各教科の学習および道徳教育の充実  

（２）交流・協同学習の推進（都立立川学園との交流・協働学習の推進） 

（３）いじめ・不登校ゼロへの取組の推進 

（４）学校支援員の活用 

（５）スクールカウンセラーの活用 

（６）巡回指導教員・特別支援教室専門員の活用 

（７）市および都巡回相談員の活用 

（８）校内委員会の充実 

（９）通常学級の教員と南砂小キラリとの授業交流 

（10）個別指導計画・教育支援計画の活用 

 

 

＜小中連携に関すること＞ 

〇立川市立立川第二中学校区 共通経営方針 

 小中学校それぞれのカリキュラムの相互理解を深め、児童・生徒の主体的

な学びと自立を促す一貫した教育内容の推進。 

〇校区で目指す子ども像 

主体性をもち、自ら考えて行動できる子ども 

〇具体的な取組 

⚫ 連携あいさつ運動 

⚫ 連携外国語活動 

⚫ 連携清掃活動 

⚫ 合同授業参観・協議会 

⚫ 授業及び部活体験等（6学年） 

※ 内容の変更・延期・中止等の場合があります。 

 

 

＜学校独自の取組＞ ※実施については、変更・延期・中止等の場合があります。 

（１）地域とともに進める南砂の教育 

全学年・・都立立川学園（旧立川ろう学校）との交流活動の推進 

３年・・・高松町商店街での職場体験「９才のハローワーク」 

４年・・・外国の方との交流（立川国際友好協会） 

５年・・・地域の畑でのレッツトライ農業（夏野菜・冬野菜） 

６年・・・地域の方との交流活動（保育園・幼稚園・高齢者・障害者・ゲートボール・ 

琴や三味線・お茶・在日外国人） 

  ５年・・・多摩・武蔵野検定の実施    ６年・・・商店街を知ろう・救命救急講習の実施 

 

 

 

 

 

 

（２）学力の向上 

 ◆授業改善 

 ・校内研究の充実（ICTを活用した授業改善） 

 ・日々の授業観察における助言・指導、学年会における教材研究の充実 

 ・「立川スタンダード２０」〈基礎的指導過程〉の実施 90％以上達成 

 ・「みなみすな指導者スタンダードR５」の実施  

 ・「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業改善 

 ・若手の育成（基幹教員による助言・指導） 

 ◆保護者・地域との連携による補習授業 

 ◆家庭学習 

 ・家庭学習の充実（学年共通の課題）、タブレットPCの活用 

 

 

 

 

 

 

 

（３）特別活動の充実 

   より多くの児童が目的設定・プロセスから関わる活動へ 

（４）道徳科教育の充実 

   教材研究の充実 

   「考える道徳」「議論する道徳」の実践、R１研究の活用 

（５）生活指導上の情報共有と行動連携の強化 

   夕会、ケース会議等の工夫 

（６）学年主任の役割の明確化 

   保護者対応は学年主任も積極的に入る 

（７）小中連携の新たな取組 


